
１０月１８日、幼年消防クラブ防火パレードと、たぷこぷキッズパーク（会場：タプコピアンプラザ
駐車場）が開催され、子どもたちが地震体験や防火服を着用しての出動体験、防災戦士ダッシュ１１
９による寸劇を鑑賞するなど、防災への意識を高めました。（写真は地震体験の様子）

防災について学ぼう
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●
今
月
の
話
題

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

総
額
が
46
億
９
３
８
７
万
６
千

円
、
歳
出
総
額
が
46
億
１
１
３

３
万
８
千
円
で
、
差
引
８
２
５

３
万
８
千
円
の
実
質
収
支
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
対
比
７
９

８
２
万
8
千
円
、
１
・
７
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
地
方
交
付
税
及
び
国
庫
支
出

盤
の
整
備
な
ど
諸
施
策
に
関
連

す
る
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。◆

平
成
29
年
度
の
主
な
実

施
事
業
（
一
般
会
計
）

◎
総
務
費

　

８
億
７
３
６
５
万
５
千
円

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど
の

町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら
Ｔ
Ｃ

Ｖ
関
連
事
業
、
国
際
交
流
推
進

事
業
、
選
挙
費
、
統
計
な
ど
幅

金
の
減
額
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
前
年
度
対
比

４
４
４
万
２
千
円
、
０
・
１
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

要
因
は
、
診
療
所
・
老
健
施
設

特
別
会
計
繰
出
金
に
よ
る
衛
生

費
及
び
災
害
復
旧
費
が
増
額
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
に
つ
い

て
も
、
節
減
合
理
化
に
努
め
な

が
ら
、
産
業
経
済
の
活
性
化
、

社
会
福
祉
等
の
充
実
、
生
活
基

広
い
事
務
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

▽
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及
び

Ｔ
Ｃ
Ｖ
管
理
運
営
事
業

１
億
７
７
０
万
２
千
円

▽
国
際
交
流
関
連
事
業

２
４
２
１
万
円

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

１
４
２
６
万
３
千
円

▽
集
会
施
設
管
理
費

２
８
４
２
万
４
千
円

▽
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
な
ど

◎
民
生
費

　

９
億
６
９
９
９
万
３
千
円

　

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、
児

童
な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

２
億
９
３
４
５
万
６
千
円

▽
保
育
園
等
運
営
費

１
億
７
３
５
０
万
７
千
円

▽
子
育
て
支
援
事
業

５
７
２
９
万
９
千
円

▽
そ
の
他
、
児
童
手
当
支
給
費

な
ど

◎
衛
生
費

　

４
億
２
４
７
１
万
２
千
円

　

各
種
検
診
や
予
防
接
種
、
乳

平
成
30
年
９
月
の
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
29

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
ま
ち
の
決
算
の

概
要
と
主
な
事
業
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●
今
月
の
話
題

幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
保
健

衛
生
、
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
健
康
診
査
・
予
防
接
種
事
業

２
９
７
０
万
４
千
円

▽
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別
会

計
繰
出
金

１
億
９
９
５
６
万
８
千
円

▽
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
負
担
金

１
億
２
３
４
６
万
１
千
円

▽
そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
、
廃
棄
物
不
法
投
棄

対
策
事
業
な
ど

◎
農
林
水
産
業
費

　

５
億
２
８
９
１
万
３
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策
や

農
地
、
山
林
等
の
保
全
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

◎
教
育
費

　

４
億
９
８
７
８
万
８
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
、
社
会
教
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
管

理
運
営
費

１
億
９
９
９
２
万
５
千
円

▽
図
書
館
運
営
事
業

１
８
０
４
万
３
千
円

▽
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学
校

度
推
進
事
業　

３
７
６
８
万
円

▽
た
っ
こ
に
ん
に
く
振
興
対
策

事
業　
　

６
８
４
３
万
３
千
円

▽
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

3
１
０
万
５
千
円

▽
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理
事

業
な
ど

◎
土
木
費

　

２
億
７
９
３
４
万
９
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
４
９
４
万
１
千
円

▽
除
雪
費

２
８
９
７
万
７
千
円

▽
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理
事

業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

◎
消
防
費

　

１
億
５
３
１
２
万
９
千
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

１
億
１
３
５
８
万
５
千
円

▽
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維
持

管
理
、
消
防
団
の
運
営
や
防
災

対
策
事
業
な
ど

給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
な
ど

◎
議
会
、労
働
、商
工
費
な
ど

▽
議
会
費
（
町
議
会
の
運
営
）

７
６
５
８
万
７
千
円

▽
労
働
費
（
勤
労
者
対
策
）

１
２
８
万
円

▽
商
工
費
（
商
工
観
光
振
興
）

１
億
１
２
０
３
万
３
千
円

▽
災
害
復
旧
費
（
町
道
ほ
か
）

４
８
１
０
万
９
千
円

▽
公
債
費
（
町
債
の
償
還
）

６
億
３
５
４
８
万
２
千
円

●決算審査の概要

　一般会計及び特別会計とも、予算の
執行については、効率的かつ適正な執
行が行われていることを確認し、事業
の執行についてもおおむね良好に進捗
しており成果が認められました。
　また、収入未済額においては、国民
健康保険税（前年度比２，６７５千円増）
は増加傾向にあるものの、町税（前年
度比１，４６８千円減）、保育園等利用
者負担金（前年度比１，２２６千円減）、
町営住宅使用料（前年度比４，９７４千
円減）は、減少傾向にあります。
　町全体の会計で見ますと、依然とし
て収入未済額は大きな金額となってお
りますので、滞納整理の推進と県市町
村総合事務組合との連携を一層強化
し、徴収の効果を上げるとともに適正
な欠損処分処理を望みます。そのため
には、庁内の連携は勿論のこと、情報
収集等に努め、より一層の協力が必要
と思われます。
　なお、不納欠損処分については、そ
の理由と手続き等を慎重に審査しまし
たが、これは実情やむを得ないもので

あると認めました。
　次に、歳出面についてでありますが、
交付税等の減少が進むなか、年々厳し
さが増す昨今でありますので、健全か
つ着実な財政運営を図るべく、歳出の
抑制に努めなければならないものと思
われます。
　よって、今後の事務事業の予算編成
及び予算執行に当たっては、本町がお
かれている現実を認識し、職責上の自
覚を持ってこれに望み、行政上の効果
を高めるよう努力していただきたいも
のであります。特に他団体への補助金
交付については、補助金交付申請書並
びに決算書の精査を綿密に行い、適正
なる交付を望むものであります。
　また、特別会計に係わる事業運営に
あたっては、田子町国民健康保険、介
護保険事業勘定、診療所・老健施設事
業に係る経費が増加の傾向にあり、一
般会計からの繰出金依存度を軽減する
ためにも予防医療事業に力をいれた
り、施設や備品等の適正管理など努力
されることを望みます。

田子町監査委員　　　　
髙沢靖直・日沢一雄
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し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
３
・
４
）

　

10
月
16
日
と
31
日
、
役
場
公

室
で
「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま

ち
づ
く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
贈
呈
す

る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、山
本
町
長
が
、

「
田
子
町
で
幸
せ
に
な
り
、
ま

す
ま
す
町
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
祝
い
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ

た
ご
夫
婦
は
、「
こ
れ
か
ら
困

ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
貯
金

を
し
た
い
」「
若
い
人
た
ち
が

結
婚
し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
仲
の
良
い
明
る
い
家
庭

を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
て
い
ま
し
た
。
31
日
の

贈
呈
式
で
事
業
開
始
か
ら
34
組

目
、
今
年
度
７
組
目
の
贈
呈
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
に
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

全
国
学
生
書
写
書
道
展

入
賞
報
告
（
※
写
真
１
）

　

10
月
10
日
、
役
場
公
室
で
、

「
第
42
回
全
国
学
生
書
写
書
道

展
」
公
募
・
幼
年
の
部
で
記
念

特
別
大
賞
を
受
賞
し
た
、
田
子

保
育
園
の
大
久
保
亮
成
く
ん

（
５
歳
）が
入
賞
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
幼
年

か
ら
大
学
生（
専
門
学
生
含
む
）

を
対
象
と
し
、
日
本
の
文
字
文

化
継
承
と
正
し
く
整
っ
た
読
み

や
す
い
文
字
を
書
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
書
写
書
道
展
で
す
。

　

は
じ
め
は
緊
張
し
な
が
ら
山

本
晴
美
町
長
の
質
問
に
答
え
て

い
た
大
久
保
く
ん
で
す
が
、
最

後
に
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ

る
と
、「
は
い
」
と
元
気
な
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
一
般
社
団
法
人
全

国
書
写
書
道
教
育
振
興
会
で

は
、
ネ
ッ
ト
展
と
称
し
て
優
秀

作
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

展
示
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
か
ら

作
品
を
見
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
気
に
な
っ
た
方
は
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

心
に
響
く
歌
声
～
田
子
中

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
～

（
※
写
真
２
）

　

10
月
13
日
、
田
子
中
学
校
体

育
館
で
、
平
成
30
年
度
校
内
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
生
徒
ら
は
会
場
に
詰
め

か
け
た
保
護
者
ら
の
前
で
、
課

題
曲
で
あ
る
「
君
と
歩
こ
う
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
の
自

由
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
１
年

生
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
２
年
生

は
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
、
３

年
生
は
一
人
ひ
と
り
の
声
が
よ

く
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
ほ
ど

の
声
量
で
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
発
揮
す
る
べ

く
、
一
丸
と
な
り
歌
っ
て
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
生
徒
の
歌
声

が
こ
だ
ま
し
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞　

３ 

― 

Ａ

◎
優
秀
賞　
　

３ 

― 

Ｂ

◎
優
良
賞　
　

２ 

― 

Ａ

◎
指
揮
者
賞

　

中
平
旭
（
３ 

― 

Ａ
自
由
曲
）

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

（
10
月
16
日
）

（
写
真
４
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

（
10
月
31
日
）

（
写
真
１
）
笑
顔
で
報
告

（
写
真
２
）
指
揮
者
賞
を
獲
得
し
た

　

３
年
・
中
平
さ
ん
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
５
）
表
彰
式
の
様
子

（
写
真
６
）
い
た
だ
い
た
表
彰
状

▽
遠
澤
竜
也
・
京
芳
夫
妻

（
婚
姻　

平
成
29
年
８
月
）

▽
古
郡
晴
季
・
早
香
夫
妻

（
婚
姻　

平
成
29
年
８
月
）

▽
中
村
綾
佐
・
綾
子
夫
妻

（
婚
姻　

平
成
29
年
10
月
）

死
亡
事
故
ゼ
ロ

５
年
達
成
！
（
※
写
真
５
・
６
）

　

10
月
26
日
、
青
森
県
庁
で
、

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
達
成
知

事
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
子
町
は
、
平
成
30
年
10
月
24

日
を
も
っ
て
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
継
続
丸
５
年
と
な
り
ま
し

た
。
日
数
に
置
き
換
え
る
と
、

単
純
計
算
で
も
１
８
２
５
日
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通

安
全
に
心
が
け
、
住
み
よ
い
町

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
で
健
康
に

な
ろ
う
！
（
※
写
真
７
）

　

10
月
27
・
28
日
、
田
子
ひ
と

く
る
め
ゃ
文
化
祭
の
健
康
福
祉

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
自
由
参
加

型
第
1
回
「
健
康
吹
矢
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
両
日
で
約
２
０

０
人
が
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、「
誰
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
手
軽

に
楽
し
め
る「
静
の
ス
ポ
ー
ツ
」

と
呼
ば
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
式

呼
吸
法
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

確
か
な
運
動
効
果
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
地
域
の
サ
ロ
ン
や
様
々

な
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い
・
仲
間

づ
く
り
の
場
で
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

を
通
じ
、
無
理
な
く
楽
し
み
な

が
ら
続
け
ら
れ
る
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
用
具
一
式
の
貸

出
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
役
場
地
域
包
括
支
援
課

（
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
20 

― 

７
１
０
０
）

◎
自
由
参
加
型
第
1
回
『
健
康

吹
矢
大
会
』
結
果

▽
第
１
位　

32
点　

椛
本
陽
子

さ
ん（
野
々
上
）▽
第
２
位　

29

点　
川
村
武
司
さ
ん（
西
舘
野
）、

平
山
武
美
さ
ん（
道
前
）▽
第
３

位　

27
点　

澤
頭
奈
々
さ
ん（
干

草
場
）▽
第
４
位　

25
点　

才
川

秋
美
さ
ん（
サ
ン
モ
ー
ル
）、
山

沢
み
や
子
さ
ん（

ノ
実
）▽

第
５
位　

24
点　

久
保
真
利
華

さ
ん（
七
日
市
）

※
１
ラ
ウ
ン
ド
５
本
の
矢
を
吹

き
ま
す
。
的
の
中
心
が
７
点
で

35
点
満
点
で
す
。

若
者
定
住
移
住
就
労
者

促
進
奨
励
金
贈
呈
式

（
※
写
真
８
・
９
）

　

10
月
31
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
若
者
定
住
移
住
就
労

者
促
進
奨
励
金
贈
呈
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

田
子
町
の
定
住
人
口
の
増
加
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

支
給
条
件
を
満
た
し
た
移
住
就

労
者
と
定
住
就
労
者
に
奨
励
金

を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
が

「
こ
の
事
業
は
町
と
つ
な
が
る

良
い
機
会
で
す
。
直
接
声
を
届

け
ら
れ
る
関
係
だ
と
分
か
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
」
と

述
べ
、
奨
励
金
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
今
回
対
象
と
な
っ
た
方
の

中
に
は
田
子
高
校
を
卒
業
さ
れ

定
住
就
労
さ
れ
て
い
る
方
も
お

り
、「
田
子
町
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
事
業
開
始
か
ら
３
回

（写真７）スポーツ吹矢に挑戦する参加者のみなさん
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　すくすく館田子分館で
は10月15日、管理栄養
士の高橋えりさんを講師
にお招きして今年２回目
となる簡単クッキングを
行いました。今回は15名
が参加し、ハロウィンを
テーマにしたアイシング
クッキーづくりに挑戦し
ました。どんなクッキー
にしようかなと、小さなクッキーの上に思い
思いのデコレーションをしました。細かい作
業にみんなとっても真剣。そして世界に一つ
だけのオリジナルアイシングクッキーが出来
上がりました。子どもたちからは「お家の人
にも見せたい！」との声もあり、大成功の簡
単クッキングになりました。田子分館では今
後も簡単クッキングを不定期で開催する予定
です。

　学童保育では10月27・
28日に行われた町の文化
祭に作品を展示し、分館
でも４月からこの日のた
めに取り組んできた作品
を飾りました。慣れない
作業も多い中、楽しんで
作品作りができて、また
ひとつ思い出ができまし
た♪　　　（担当：福田）

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童だより
すくすく館分館

（
写
真
８
）
対
象
と
な
っ
た
方

（
写
真
９
）
対
象
と
な
っ
た
方

目
の
贈
呈
で
、
対
象
と
な
っ
た

方
は
通
算
19
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
移
住
就
労
者

▽
堀
川
慶
一
（
関
）

（
転
入　

平
成
27
年
４
月
）

▽
川
守
田
大
樹
（
中
本
町
）

（
転
入　

平
成
27
年
８
月
）

◎
定
住
就
労
者

▽
大
村
悠
樹
（
衣
更
）

（
就
労　

平
成
27
年
４
月
）

▽
白
澤
恵
李
華
（
サ
ン
モ
ー
ル
）

（
就
労　

平
成
27
年
４
月
）

▽
櫻
川
太
一
（
西
舘
野
）

（
就
労　

平
成
27
年
４
月
）

▽
遠
澤
翔
太
（
下
本
町
）

（
就
労　

平
成
27
年
４
月
）

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設

加
速
化
市
町
議
会
協
議
会

全
体
会
（
※
写
真
10
）

　

11
月
１
日
、
中
央
公
民
館
で

「
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
加

速
化
市
町
議
会
協
議
会
全
体

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
田
子
町
夏
坂
と
鹿
角
市
大

湯
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
着

工
加
速
化
を
目
指
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
加

速
化
市
町
議
会
協
議
会
の
宮
野

和
秀
会
長
は
、「
早
期
建
設
の

実
現
に
向
け
、
皆
様
の
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
中
で
は
、
青
森
県

県
土
整
備
部
道
路
課
の
佐
々
木

正
昭
課
長
代
理
に
よ
る
「
世
紀

越
え
ト
ン
ネ
ル
を
取
り
巻
く
道

路
環
境
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
、
道
路

予
算
や
流
通
支
援
効
果
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。一
日
も
早
い
開

通
の
た
め
に
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
や
今
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
10
）
講
演
の
様
子
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「感謝」杉沢　健（３年）　
　今回のボランティアを通じて社会
に出てから必要になるコミュニケー
ション能力と観察力を養うことがで
きてよかったと思います。
　また町内外から来てくださる多く

のお客様と話をすることで田子町の良さや、お祭り
の良さを聞くことができてとてもうれしかったです。
　２日目は悪天候にも関わらず多くのお客様が来場
してくださり、にんにくとべごまつりはとても愛さ
れているのだなと改めて感じました。
　高校生としてのボランティアは今年で最後です
が、機会があればぜひ参加したいなと思います。

「発信力」畠山真奈香（１年）
　私は中学校の時からにんにくとべ
ごまつりにボランティアスタッフと
して参加しています。
　去年まではゴミ捨てやトイレ掃除
の係だったのですが、田子高校に入

学し、全校生徒参加のボランティアとして、お客様
のおもてなしをしっかりと考えながら案内・鉄板の
清掃を行うことができました。
　鉄板を清掃した後、多くのお客様から笑顔で「お
いしかったよ」「ありがとう」と言ってもらえてと
てもうれしかったです。また外国の方を接客する際
は、ボティーランゲージだけではなく積極的に英語
を使うようにしました。
　今回のボランティアは、お客様とのコミュニケー
ションが増え「発信力」を身に付けることができま
した。

かぼちゃのピザ風
（材料）
かぼちゃ 100g（1/8個）
ハム １枚
ピザ用チーズ 20g
（作り方）
①かぼちゃを皮付き
のまま５mm 厚さに
切る。ハムは半分長
さの細切りにする。
②アルミホイルにか
ぼちゃを並べ、ハムとチーズをのせる。
③オーブントースターに入れ、チーズが溶けるま
でこんがりと焼いたらできあがり。
☆かぼちゃは風邪予防に効くβ - カロテンやビ

タミン C・E が豊富です。
☆脂溶性ビタミンのβ - カロテンやビタミン E

はチーズの脂分と一緒に食べることで吸収
率が高まります。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

みんなで食べよう！
超かんたん、野菜料理

田子高校応援シリーズ⑦

にんにくとべごまつりボランティア
田子高校Ｆ

ＡＮ

「にんべごボランティアを通じて」
淺利直宏（生徒会担当）
　現代の子どもたちは、テレビやイ
ンターネットの環境で育ったため、
情報や流行には敏感です。しかし、
自分で道を切り開いていく原動力と

なる実体験や生活体験が著しく乏しいといわれてい
ます。にんにくとべごまつりは普段の授業では経験
できない多くの大人とふれあうことにより多様な生
き方や価値観に触れ、経験し、感じることができま
す。今回の経験をもとに子どもたちが自分で考える
ことが、今後の生きていく知恵や力になります。さ
らには郷土を愛する心、今後の田子町を支える担い
手としての意識にもつながります。
　２日目のボランティア終了後、出店していた方の
好意でプリンやクレープ、おでんを両手に持ちきれ
ないほどいただきました。煙で真っ黒になった生徒
たちにも笑顔があふれました。人とのふれあい、あ
たたかさは何よりの財産だと思いました。

実も皮も固い
かぼちゃはレンジ
で30秒ほど加熱す
ると包丁が入りや

すくなります。

今年の
冬至は

12/22（土）
です。ずっしり
重く、皮が固

いものが
おいしいポ
イントです。
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■  交通事故の損害賠償問題でお困りの方へ
　自動車事故の被害にあわれ、示談をめぐる損害賠償
の問題でお困りの方へ、弁護士が「中立・公正」な立
場で、当事者間の紛争解決のお手伝いをします。
　被害者ご本人に損害賠償問題の法律知識がなくて
も、交渉に不慣れでも安心です。
　弁護士費用は一切かかりません。まずは、電話で予
約をお願いいたします。
▼受付日時　月～金曜日　午前９時～午後５時
　　　　　　（祝日・年末年始を除く）
▼相談料　無料
▼予約・問い合わせ
　（公財）交通事故紛争処理センター仙台支部
　☎０２２－２６３－７２３１

■  「くらし」と「しごと」田子町無料相談会
　一人で悩まず、相談してみませんか？
　事前にご予約いただければ、待たず
に確実にご相談可能です。
▼内容
　失業・介護・病気・ひきこもり・借金等の相談
▼日時　１２月２０日（木）午後１時～４時
▼場所　せせらぎの郷１F（診察室または会議室）
▼相談対応者・問い合わせ先
　NPO 法人ワーカーズコープ三戸地域自立相談窓口
　八戸市一番町一丁目２-２８　黒沢ビル２階
　☎０１７８－５１－８７５５

■  認知症サポーター養成講座を開催してみま
　せんか？
　町では認知症を正しく理解し、認知症の方や家族を
支援するための講座を実施しています。
◎認知症サポーターとは
　何か「特別なこと」をする必要はありません。認知
症を正しく理解し認知症の人や家族に対して温かい目
で見守る応援者です。
◎認知症サポーターになるには
　「認知症サポーター養成講座」を受
講していただきます。この講座を受講
した人を「認知症サポーター」に認定し、シンボルグ
ッズであるオレンジリングを差し上げます。
◎認知症サポーター養成講座内容等　　　　
▼内容　認知症の症状・診断・治療・予防
　　　　認知症の人と接する時の心構え
　　　　認知症サポーターのできること
▼講師　キャラバンメイト（専門研修受講者）
▼時間　６０～９０分程度　　　　　　　　　　　
▼費用　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　
　町内会の集まりや仲間同士の勉強会、職場や学校な
ど受講者に応じた内容で実施します。少人数の講座も
対応いたしますので気軽に申し込みください。
▼申し込み・問い合わせ先
　役場地域包括支援課介護支援グループ（せせらぎの郷）

（横田）☎２０－７１００

■  八戸圏域ウルシ造林事業について
　ウルシの生産量の拡大を図るため、平成３１年度か
ら平成３３年度にウルシの苗木の植栽を行う山林所有
者、林業者及び林業者等の組織する団体を募集します。
▼補助内容
　補助対象者が購入するウルシ苗木ごとに、購入単価
の２分の１以内の額を合算した額。
▼募集内容
　八戸圏域連携中枢都市圏域内（八戸市、三戸町、五
戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村）で、自己が
経営する山林において、0.1ha 以上の植栽可能な土地
を準備できる方。
▼募集期間　随時受け付け
▼申込み方法
　申込み用紙に「氏名」「住所」「連絡先」「植栽予定
本数」「植栽予定地の地番・面積」「植栽予定者」を記
入した後、役場産業振興課に提出してください。申込
み用紙・案内については直接役場産業振興課までおい
でいただくか、田子町ホームページ内からもダウンロ
ードが可能です。

問役場産業振興課農業振興グループ（中村）
 ☎２０−７１１５

■  ハローワーク八戸
　平日夜間のサービス提供時間が変わります

平成３１年１月８日（火）から平日
夜間のサービス提供時間が右記の
とおり変更となります。

▼平日夜間　火・水・木曜日　午後５時15分～６時30分
　※祝日・年末年始（１２／２９～１／３）を除く
▼土曜日　第１・第３　午前10時～午後５時

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

問青森労働局職業安定部職業安定課
　☎０１７－７２１－２０００
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■  水道の凍結にご注意を！
◎水道の凍結について
　１２月～３月にかけて、水道の凍結事故が多発します。
水道が凍結すると、水が出なくなるだけでなく、凍結
修理に費用がかかりますのでご注意ください。
　また、次のようなときは、水道の凍結の恐れがあり
ますので、注意が必要です。
▽外気温がマイナス４℃以下になったとき。
▽おやすみ前や、旅行などで家を留守にするなど、長

時間水道を使用しないとき。
▽真冬日（１日中外気温が氷点下の日）が続いたとき。

◎水道の凍結防止について
　水道凍結への対策は、次のようなことがあります。
▽水抜き栓（白またはオレンジのハンド

ル）を回し、水抜きをしっかりとやる。
▽水道管の保温（保温材や毛布、タオル

などを水道管に巻き付ける。）
●水抜きの手順
１．蛇口がしまっていることを確認する。
２．水抜き栓のハンドルを右に回す。（最後まで閉め
てください。）

３．蛇口を開ける。
４．最後に蛇口に手を当て、吸い込まれる感じがすれ
ば、水抜き完了となります。

※水抜き栓の場所
　水抜き栓の場所は、台所・トイレ・洗面所・お風呂
など各場所にあります。また、その中でも一目でわか
るもの（蛇口付近）や床下、外付けの場合があります。
目につかなければ、床にある蓋のようなものの中や家
の外を探してみましょう。

◎水道が凍結した場合について
　水道が凍結した時は、次のことをする必要があります。
１．ストーブ等の暖房器具を使って、室内をゆっくり
と暖めましょう。

２．露出している管（保温管などは取り外す）や、蛇
口などにタオルを巻き付け、上からお湯をゆっくり
かけると、水が出るようになります。

※解氷のため、蛇口などに直接お湯をかけたり、直火
を当てたりしますと、破裂や火災の危険があります
のでご注意ください。また、熱湯ではなく、ぬるま
湯（30℃～40℃程度）を使用してください。熱湯を使
用しますと、蛇口や水道管の破裂の原因となります。

３．解氷ができない、または破損してしまった場合は、
水道業者に依頼してください。

※修理費用は、お客様のご負担となります。

問役場建設課水道グループ（山市）☎２０－７１１８

■  お子さまの教育資金を「国の教育ローン」
　（日本政策金融公庫）がサポート！
　高校、大学への入学時・在学中にかかる
費用を対象とした公的な融資制度です。
▼ご融資額
　お子さま１人あたり３５０万円以内
▼金利　年１．７８％　固定金利
※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯収入２００万円（所

得１２２万円）以内の方」または「子ども３人以上
の世帯かつ世帯年収５００万円（所得３４６万円）以
内の方」は年１．３８％（平成３０年１１月１２日現在）
▼ご返済期間　１５年以内
※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯

年収２００万円（所得１２２万円）以内の方」または
「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収５００万円（３

４６万円）以内の方」は１８年以内
▼お使いみち　入学金、授業料、教科書代、アパー

ト・マンションの敷金・家賃など
▼ご返済方法　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返

済も可能）
▼保証　（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人

による保証も可能）
　詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または
教育ローンコールセンター☎０５７０－００８６５６（ナ
ビダイヤル）または☎０３ー５３２１－８６５６までお問
い合わせください。

■  役場等年末年始休業のお知らせ
▼１２月２９日（土）～１月３日（木）

田子町役場、せせらぎの郷、中央公民館、上郷公民
館、農業者トレーニングセンター、町立田
子診療所、タプコピアンプラザ
▼１２月２７日（木）～１月４日（金）
　町立図書館

◎社会福祉協議会は事業によって休業日が異なります。
12/29
（土）

12/30
（日）

12/31
（月）

1/1
（火）

1/2
（水）

1/3
（木）

事務局 休 休

老人センター 休 休 休 休 休 休

学童保育 休 休 休 休 休 休

デイサービス 休 休

配食サービス 休 休 休 休
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

田子ひとくるめゃ文化祭
　田子ひとくるめゃ文化祭が10月27日・28日の２日
間、中央公民館・農業者トレーニングセンター・コミ
ュニティ広場で開催されました。
　中央公民館では、スポーツ吹矢大会や健康チェック
などの健康に関するイベント。そして、お茶会体験、
将棋大会もあり、参加者の笑顔が多く見られました。
婦人会食堂は好評で、大勢の方がおいしそうに食べて
いました。
　農業者トレーニングセンターでは、田子町文化協会
作品展、児童・生徒美術展、各団体作品展、個人作品
展など、どの作品も１年間の集大成としての力作が展
示されました。
　コミュニティ広場では、ステージ発表や関係団体出
店等数々のイベントの催しに参加する方でにぎわって
いました。
　時折、雨が降る場面がありましたが、それでも会場
に足を運んでくださいました皆様！　協力してくださ
いました皆様！　ありがとうございました。

田子神楽養成講座成果発表会
　神楽養成講座受講生の成果発表は、多くのみなさん
にお披露目できるように、毎年「田子ひとくるめゃ文
化祭」のステージで開催しています。小学生から中学
生までの受講生が講
座で練習した舞の４
演目（番楽・笠舞・
傘舞・盆舞）を披露
しました。また来年
も受講してね！

第45回新春書き初め大会
　新しい年を迎え、新鮮な気持ちで書き
初めにチャレンジ！！
▽と　き　平成31年１月８日（火）
▽ところ　中央公民館ホール
▽集合時間　午後１時までに会場へお集ま
　　　　　　りください。
▽課題
幼　　　児「まり」	 小学５年生「元気な子」
小学１年生「きぼう」	 小学６年生「地球を守る」
小学２年生「よろこび」	 中学生「独創的な美」
小学３年生「ふじの山」	 高校一般「江山景物新」
小学４年生「春よ来い」	 　　　（江山景物新たなり）

成人式スタッフとして
あなたも参加しませんか
　平成31年１月13日（日）、田子町
成人式が開催されます。スタッフを
募集しています。詳しくは教育委員
会までお問い合わせください。

●生け花講座
▽と　き　12月15日（土）午後６時30分〜
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材料代1,000円

●ヨガ健康講座
▽と　き　12月６日（木）、20日（木）
　　　　　午後６時30分～
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　12月25日（火）午後７時～
▽ところ　上郷公民館研修室
▽会　費　3,000円前後

●フラダンス健康講座
▽と　き　12月７日（金）、21日（金）
　　　　　午後７時～
▽ところ　中央公民館研修室

●帰ってきた！ナニャドヤラ講座
▽と　き　12月12日（水）、26日（水）午後７時～
▽ところ　中央公民館研修室

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶやチラシ等で
　お知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

各イベントのようす
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●民法、経済
▽夫の死後、お墓・義父母の問題

をスッキリさせる本／324オ
▽キッチンで読むビジネスのはな

し／一田憲子／335イ

●健康、暮らし
▽医者が考案した「長生きみそ汁」

／小林弘幸／498コ
▽暮らしの「もやもや」整理術／

松尾たいこ／159マ

●子育て支援
▽おとなママの会話術／辰巳渚／

809タ

●歴史・時代小説
▽天子蒙塵４／浅田次郎／913ア
▽影ぞ恋しき／葉室麟／913ハ
▽想い人／あくじゃれ瓢六６／諸田

玲子／913モ

●ミステリー・警察小説など
▽掟上今日子の乗車券／西尾維新／

913ニ
▽十津川警部長崎路面電車と坂本龍

馬／西村京太郎／913ニ
▽十津川警部両国駅３番ホームの怪

談／西村京太郎／913ニ
▽沈黙のパレード／東野圭吾／913ヒ

●そのほかの小説など
▽居酒屋ぼったくり10 ／秋川滝美

／913ア
▽ことことこーこ／阿川佐和子
　／913ア
▽下町ロケット４／ヤタガラス／池

井戸潤／913イ
▽七つの試練／池袋ウエストゲート

パーク17 ／石田衣良／913イ
▽思い出が消えないうちに／川口俊

和／913カ
▽花咲小路三丁目北角のすばるちゃ

ん／小路幸也／913シ
▽ひとつむぎの手／知念実希人
　／913チ
▽その先の道に消える／中村文則
　／913ナ
▽ある男／平野啓一郎／913ヒ
▽猫のエルは／町田康／913マ
▽愛なき世界／三浦しをん／913ミ

●そのほかエッセイなど
▽心に折り合いをつけてうまいこと

やる習慣／中村恒子／159ナ
▽ブラタモリ14 ／弘前、十和田湖・

奥入瀬／291ブ
▽＃名画で学ぶ主婦業／723メ
▽まあまあの日々／群ようこ
　／914ム

図書館情報
「クリスマスとお正月」特集

　気がつくと１年の締めくくり、イベ
ントの多い12月です。子どもたちに
はクリスマス絵本や十二支のお話を、
大人向けにはおもてなし料理・フラワ
ーアレンジメント ･ リースなどの本を
集めて展示 ･ 貸出します。
○ババールとサンタクロース
○さむがりやのサンタ
○おばあちゃんのおせち
○鍋奉行になる

○定番おすしと飾り寿司
○おせち料理と季節のごちそう
○四季の茶花を楽しむ／冬

●「クリスマスとお正月の本」展示と貸出

図書館おやすみカレンダー 12月の図書館行事
▼12 ／５（水）午前10時から
　ブックスタート（せせらぎの郷）
▼12 ／19（水）午前10時から
　セカンドブック（せせらぎの郷）
▼12 ／22（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おりがみで「ほし」を作ろう
▼12 ／22（土）～１／10（木）
　読書マラソン
▼12 ／27（木）～１／４（金）
　年末年始休館日
田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

▽期間
　12月13日（木）～12月26日（水）

▽内容　一人10冊まで貸出します。
たくさんの本をご利用ください。

●一人10冊まで貸出します

▽期間　12月22日（土）～１月10日
（木）の６日間

▽対象　小学生以下の子ども
▽内容　期間中に何冊の本を借りて
読むことができるか、自分の記録に

挑戦します。台紙に本の題名を書い
てください。小さいお子さんは親子
で参加できます。本をたくさん借り
た人には賞状と記念品があります。

▽期間　12月８日（土）～12月９日（日）
　タプコピアンプラザ空調改修工事に伴う停電のため、図書館は休館します。

▽期間　12月27日（木）～１月４日（金）の９日間

　利用者のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、どうぞご了
承ください。
　この期間中は本を返却する「ブックポスト」はなるべくご利用に
ならず、１月５日（土）以降の返却をお願いします。

●冬休み「読書マラソン」参加者募集

●停電のための休館のお知らせ

●年末年始休館日のお知らせ
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誕生

●松橋澪
れ い ら

衣羅（愛里・あゆみ）／サンモール
●東平朱

す ず

珠（怜・あさ美）／下本町
●岩館香

か ほ

穂（良士・静子）／西舘野
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●小橋和也（八戸市）
　中村美侑（西舘野）

お悔やみ
●新井田信雄（75歳）向山
●月舘くに（72歳）遠瀬
●三田勝夫（77歳）南風張
●梅内敏子（84歳）山口
●森崎洋子（75歳）干草場
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
30
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2174（＋４）
人口／5555（−２）
男／2690（−２）
女／2865（±０）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
安
全
に
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
暖
房
器
具
の
使
用
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
暖
房
器
具
の
取
扱
い

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
。

▽
燃
料
を
補
給
す
る
と
き
は
、

完
全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行
う
。

▽
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認

し
て
か
ら
補
給
す
る
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
対
策

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室
な

ど
の
正
し
い
場
所
に
設
置
す

る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
年
末
年
始
の
外
出
に
は
注
意
を

　

12
月
は
忙
し
く
、
お
正
月
の

準
備
な
ど
自
宅
を
空
け
る
時
間

が
多
く
な
り
、
外
出
時
に
多
額

の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
思
い
ま

す
。
楽
し
い
は
ず
の
年
末
年
始

に
盗
難
の
被
害
に
遭
っ
て
は
気

持
ち
の
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

外
出
す
る
際
は
、
次
の
方
法

で
盗
難
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
自
宅
の
玄
関
と
勝
手
口
の
施

錠
の
確
認

▽
外
出
先
で
は
バ
ッ
グ
を
身
体

か
ら
離
さ
な
い
、
チ
ャ
ッ
ク
を

必
ず
閉
め
て
お
く

●
技
能
試
験
一
部
休
止
の
お
知

ら
せ

　

青
森
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
は
各
種
技
能
試
験
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
冬
期
間
は
積
雪

や
路
面
凍
結
に
よ
る
事
故
等
の

危
険
性
が
あ
る
た
め
、「
自
動

二
輪
免
許
」「
大
型
特
殊
免
許

及
び
け
ん
引
免
許
（
農
耕
車
の

み
）」
の
技
能
試
験
は
休
止
と

な
り
ま
す
。

○
休
止
期
間　

12
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

問
青
森
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー　

試
験
・
教
習
所
係
☎
０
１
７
‐

７
８
２
‐
０
０
８
１

▼
三
戸
警
察
署
田
子
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

3
（月）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:30〜9:00

4
（火）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30
生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

5
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00〜

6
（木）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:30〜9:00

7
（金）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:30〜9:00
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

9
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

10
（月）

特定健診結果説明会
（石亀地区研修センター）午後2:00〜3:30

11
（火）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30
生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

12
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜

14
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

16
（日）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:00

17
（月）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30

18
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
健やか隊員育成研究会（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後4:30

19
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30
特定健診結果説明会（上郷公民館）
午後2:00〜3:30

20
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00〜4:00

21
（金）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30
ことばの教室（田子保育園）
午前9:00〜正午
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

25
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

26
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜

27
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30

28
（金）

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

12月の主な保健・介護予防事業予定表

　TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０

加入の申込・変更・廃止、
ケーブルの移設など

テレビが映らない
などの故障時

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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●
文
武
両
道
を
め
ざ
し
て

　

10
月
14
日
、
２
学
期
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
学
芸
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ど
の
学
級
も
劇
に
よ
る
発
表

を
し
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
は

「
く
じ
ら
ぐ
も
」
で
し
た
。
雲
に

乗
っ
て
大
空
を
飛
び
回
る
お
話

に
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果

も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
元
気
に
発

表
し
ま
し
た
。

　

３
・
４
年
生
は
「
き
の
う
ま

で
の
友
」。
サ
ル
と
カ
メ
が
固
い

友
情
で
結
ば
れ
る
お
話
を
、
６

人
全
員
で
温
か
さ
が
伝
わ
る
よ

う
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
生
は
「
お
ん
ぶ
地

蔵
」。
賢
い
地
蔵
を
手
に
入
れ
た

い
お
殿
様
が
奮
闘
す
る
お
話
で

し
た
。
高
学
年
だ
け
に
せ
り
ふ

の
数
も
多
い
の
で
す
が
、
し
っ

か
り
覚
え
て
堂
々
と
し
た
態
度

で
発
表
し
ま
し
た
。

　

全
校
音
楽
で
は
、
手
話
を
し

な
が
ら
の
「
友
だ
ち
に
な
る
た

め
に
」
と
、「
翼
を
く
だ
さ
い
」

を
合
唱
。
ま
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映

画
の
「
リ
メ
ン
バ
ー
・
ミ
ー
」

の
合
奏
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
恒
例
の
「
子
ど
も

神
楽
」。
石
亀
神
楽
保
存
会
の

方
々
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
21
人

全
員
が
ス
テ
ー
ジ
と
フ
ロ
ア
い

っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
踊
り
ま
す
。

体
育
館
に
響
く
神
楽
の
生
演
奏

は
大
迫
力
で
す
。
今
年
覚
え
た

ば
か
り
の
１
年
生
も
が
ん
ば
っ

て
踊
り
ま
し
た
。

　

表
現
力
や
郷
土
愛
な
ど
の
育

成
を
め
ざ
し
て
行
っ
て
い
る
行

事
で
す
が
、
今
年
も
た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
参
観
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（

原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
上
郷
小
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

記
事
づ
く
り
の
た
め
に
町
内
の
各
学

校
へ
取
材
に
伺
う
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
最
近
は
子
ど
も
た
ち
に
も
「
写
真

を
撮
り
に
来
る
人
」
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
名
前
も
覚
え
て
く
れ
た
子
も
い
て

う
れ
し
い
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
「
ひ
と
く
る
め
ゃ
文

化
祭
」
を
取
材
し
ま
し
た
。
ひ
と
く
る

め
ゃ
文
化
祭
と
な
っ
て
か
ら
参
加
す
る

の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
脳
ト
レ

の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
と
て
も
新
鮮
に
感

じ
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
生
だ
っ
た
当
時
は
、
展
示

作
品
な
ど
の
鑑
賞
は
そ
っ
ち
の
け
で
竹

と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
た
り
、
洗
濯
の
り
で

好
き
な
色
の
ス
ラ
イ
ム
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
私
が
一
番
好
き

だ
っ
た
の
が
カ
ル
メ
焼
き
作
り
で
し
た
。

膨
ら
む
の
が
楽
し
く
て
何
度
も
挑
戦
し
、

食
べ
き
れ
な
く
な
っ
て
家
族
に
お
土
産

と
し
て
持
ち
帰
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

取
材
を
し
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
思
い

出
し
て
懐
か
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

ま
つ
や
ま
）

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
芋
の
子
汁
娘こ

ら達
の
は
し
ゃ
ぎ

声
何
よ
り
の
馳
走 

新
井
田
衣

お
い
し
い
と
お
替
り
に
夢
中
芋
の
子
汁
腹
い
っ
ぱ
い

の
娘こ

ら達
帰
り
ゆ
く 

新
井
田
衣

空
高
く
ほ
ほ
笑
む
月
と
芋
の
子
汁
村
の
神
社
で
老
い

も
若
き
も 

貝
守
多
恵

の
ん
び
り
と
鉄
道
旅
行
ひ
と
り
旅
時
を
気
に
せ
ず
秘

境
に
降
り
た
し 

貝
守
多
恵

口
喧
嘩
そ
の
日
一
日
貝
と
な
り
気
持
を
変
え
て
翌
日

ご
め
ん 

柳
田
麗
子

や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
中
に
里
芋
を
洗
ふ
亡
祖
母
の

背
想
ひ
は
め
ぐ
る 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
８
年
12
月
号
（
平
成
30
年
11
月
21
日
発
行
）
通
算
第
７
０
９
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　母
　母が亡くなり、この11月で９年を迎
えた。
　87歳の生涯だった。60歳目前で重度
の脳卒中になり、約１カ月意識不明の
後、右半身上下全廃、失語症という障
害が残った。１年後に東京新宿区の私
が新婚半年で一緒に暮らすことになっ
た。
　母は家族が寝ている早朝に４点杖を
使いながらよく散歩していた。出会う
人とは話せないのであいさつはもっぱ
ら「笑顔」。私たちが知らない人たちと
もいつの間にか知り合い？になってい
た。上手く歩けなくとも話せなくとも
笑顔で友好を広げていた。
　デイサービスの時も笑顔を振りまき
「笑顔様」「笑顔ちゃん」と呼ばれて皆
さんが寄って来たそうだ。
　また、転倒して、医者から「もう歩
けなくなる」と宣告された時もその度
に歩けるようになった。特に80歳を過
ぎてからのリハビリで歩けるようにな
った時は、医者が「こんな人は初めて」
と驚嘆していた。厳しい田子町の環境
で生まれ育った不屈の負けじ魂なのか？　我が母ながら最敬礼だ。
　その母が田子に帰省する時は、親戚の皆さんに本当に好くして
もらった。どんな時でも、こちらの都合に合わせていただき、真
心の歓待を受けた。故郷の温かさという言葉では済まされない程
で、御礼の言葉も見つからない。素晴らしい親戚に恵まれ、心か
ら感謝だ。本当に有難うございました。
　田子は自分自身にとっても思い出多き、愛すべき故郷だ。しか
し母が有っての故郷は、感謝も喜びも生きる力も倍増してくれる。
　感謝しかない。

東京田子会役員
松田哲美さん

東京都新宿区在住
（石亀出身）

田子高校昭和49年度卒

「東京田子会」の会員を
募集しています。
　町出身者、田子町にゆ
かりのある方などどなた
でも入会できます。関東
圏域にお住まいのご家
族、ご友人などへお知ら
せください。

問役場産業振興課
　 商工振興グループ
　 ☎2 0 - 7 1 1 4

お久しぶりです。田子町の
みなさん

創遊村229スキーランド
シーズン券早期予約について
　創遊村229スキーランドでは、下記
期間中にご予約すると通常よりもお得
にシーズン券を購入できます。毎年行
かれる方はもちろん、今年から挑戦し
てみようとお考えの方、ぜひお得にウ
ィンタースポーツを楽しみませんか？

▼予約期間
　12月３日（月）〜26日（水）
▼料金
◎町内小・中学生、町内在住の高校生
　 → 500円（手数料のみ）
◎大人 →10,000円（通常12,000円）
◎子ども → 4,000円（通常5,000円）
※お金と顔写真（３㎝×2.4㎝）を添

えてお申し込みください。
▼申込先
　役場産業振興課商工振興グループ
　☎２０－７１１４

問（スキー場オープンまで）
役場産業振興課商工振興グループ

☎２０－７１１４
問（スキー場オープン後）
スキーセンター☎３２－２１００

10月18日、幼稚園や保育園のお友だち
と防火パレードに行ってきたよ。フォー
ドに乗せてもらったんだ～！　みんなも
火事には気をつけようね、ぼくと約束だ
よ！　　　　　　　　　（文  たっこ王子）

防火パレードに参加したよ！

　10月23日、田子保育園
と上郷保育園の子どもたち
がハロウィンパレードを行
いました。当日は役場にも
立ち寄り、子どもたちの元
気な「トリック・オア・ト
リート」の声が響いていま
した。

トリック・オア・トリート！


